
　令和２年度がスタートしました。 
　誇れるまち・大野のために、自らが学び、より良い大野市として将来へ
つないでいく。人と人のつながり、地域と地域のつながりを大切にして
いく。行政運営に対するチェックと政策提言を行いながら、ともに動く
政治家を目指して、日々活動しています。よろしくお願いいたします。 
　令和２年１月の「こころのよりどころ」通信第２号発行以降、大野市議
会常任委員会の委員構成や会派名称・構成の変更を経て、「令和２年３月
第417回大野市議会定例会」「令和２年３月大野・勝山地区広域行政事務
組合議会定例会」が開かれ、ともに令和２年度当初予算など重要議案の
審査を行いながら、活発な議論を行いました。 
　この「こころのよりどころ通信」を通して、なるべく分かりやすく伝え
ていきます。ぜひ、ご一読いただき、ご感想などいただければ幸いです。 
　（発行は不定期です。過去に発行した第１号、第２号の「こころのより
どころ」通信をご希望の方はご連絡ください。） 



　名水百選「御清水」に代表される大野市の宝、湧水を後世に
受け継いでいく上で、御清水エリアの下水道整備に多くの陳情が
出されていました。公共下水道整備による下水管敷設工事に対
する不安、地下水脈への影響を懸念する声があり、計画見直しを
求めるものや詳細設計業務を急がないよう求めるものなどです。
　今回の本会議において、議案第１号、議案第９号は賛成多数
で可決（賛成１４、反対３）、陳情１号は賛成多数で採択（賛成１
３、反対４）、陳情２号は賛成多数で趣旨採択（賛成１２、反対５）
となったほか、継続審査となっていた陳情２件はともに、賛成少
数で不採択となりました。
　地元での合意形成と一日も早い汚水処理が進むように働き
かけを行っていきます。

石山市長が令和２年度に重点的に取
り組む施策の一つとして、子育て世
代を応援する観点で発表したもの。
人口減少対策につながることも期待し
ており、大野の若者が、大野で結婚し
たい、大野で子育てをしたい、大野に
住み続けたいと思ってもらえるよう、
「乳児期」「幼児期」「学童期」などライフ
ステージごとに分類して打ち出した。

子どもの居場所づくりに、
福祉部門と教育委員会で協議
放課後児童クラブ、放課後子ども教室、夏休み

放課後児童クラブと放課後子ども教室の違いは。

登録に対して面談などは実施しているのか。

児童クラブは面談を実施、子ども教室は上庄地区
のみ面談を実施している。

基準の違いがあり、「小一の壁」が大きいと思うが、
子育て世代である市長の認識は。

小学校に上がり制度が変わることで、自分も面食
らった経験があり、入学前の心構えを伝える努力が必
要だと思っている。

新たに打ち出した「大野ですくすく子育て応援パッ
ケージ」の子育て現場への普及、浸透は。

新たに作成するパンフレットの設置や保護者に直
接伝わるような周知を行っていく。

児童クラブは、日中、保護者が家庭にいない児童を、
子ども教室は全児童を対象としている。子ども教室は
祖父母、両親の就労等は関係なく受け入れているが、
児童クラブでは近隣に面倒を見てくれる祖父母等がい
る場合、自由来館での利用をお願いしている。今後、
放課後や長期休業期間中の居場所づくりについて、教
育委員会とも協議していく。

保護者に直接周知していく

◎

現在、南部、北部、西部、東部、和泉
の各児童センター（※）において、放課
後の児童の居場所づくりとして実施。
下校時間から午後６時までだが、土曜
日と長期休業期間中は午前８時から午
後６時まで開設している。なお、放課
後児童クラブの定員は各40人だが、
延べ利用者数は増加している。
※児童センターは厚生労働省の所管
で、授業終了後の児童が自宅に帰宅し
た後、自由に来館することを目的に設
置されている。

◎放課後児童クラブ

文部科学省が放課後の児童の居場所づ
くりの一環として、学校の空き教室等
を活用して設置できるよう制度設計し
たもの。現在、乾側、小山、上庄、富田、
阪谷の５小学校で実施。学校の長期休
業期間等を除いた平日の下校時刻から
午後６時まで開設している。

◎放課後子ども教室

大野ですくすく子育て応援パッケージ

（議案第１号　令和２年度大野市一般
会計予算案）
（議案第９号　令和２年度大野市下水
道事業会計予算案）
（陳情１号　「泉町地区の公共下水道
整備工事にかかる詳細設計策定を急
がないことを求める陳情）
（陳情２号　御清水エリアの湧水汚染の
風評被害の防止に関する陳情）
※その他、「継続審査」となっていた陳
情が２件

大野ですくすく
　　　子育て応援パッケージ
大野ですくすく
　　　子育て応援パッケージ

【妊娠期】不妊治療費助成として、これ
まで県の補助額を差し引いた額の半額
を補助していたが、全額を助成に拡充。
【乳児期】これまで同様、乳児家庭など
の全戸訪問に加え、新たに母乳外来にか
かった際の費用の一部助成や、産後１か
月の産婦健診費用を助成。また、新生児
の聴覚検査受診費用も新たに助成。
【幼児期～思春期】１歳から中学３年生
までのインフルエンザ予防接種費用を
新たに助成。
【乳児期～学生期】これまで中学３年生
までを対象としていた医療費助成につ
いて、10月診療分から窓口負担を完全
無料化。さらに20歳まで対象拡大。な
お、19～20歳は県内通学の学生のみ。

※そのほか、妊産婦の救急車利用に関
する事前登録制度や調理の自校方式を
継続している小中学校の給食提供の実
施、児童デイサービスセンター開設な
ど特長ある取り組みを行っています。
パンフレットや大野市ホームページ、
各施設でも周知していますので、良い
制度はどんどん広めていきましょう。

令和２年度新規拡充内容（一部抜粋）令和２年度新規拡充内容（一部抜粋）

　新型コロナウイルス感染
拡大を受けて、市内飲食店
ではテイクアウト販売によ
る営業が続いています。こ
んな時だからこそ、地元の
味を知って、地産地消を進
めましょう。
　「# 大野がんばるグルメ」
で、お店やメニューなど、
検索してみてください。

ご理解・ご協力をお願いします




